
 事 務 連 絡 

令和2年8月28日 

地区職域薬剤師会 担当者 各位 

公益社団法人 東京都薬剤師会 

 

写しの通り、国立がん研究センター中央病院から「薬薬連携を充実させるための

研修会開催のご案内」がありました。貴会会員へのご周知をよろしくお願いいたし

ます。 

○写  

 

令和2年8月24日 

 

公益社団法人東京都薬剤師会 

会長 永田 泰造 様 

                                          国立研究開発法人 

                      国立がん研究センター中央病院 

                                          薬剤部長  山口 正和 

 

 

薬薬連携を充実させるための研修会の開催について 

  

 謹啓 時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より国立がん研究センター中央病院（以下、当院）からの院外処方箋の受入

等に関して貴会会員の先生方におかれましてはご厚情を賜り御礼申し上げます。 

さて、当院では本年４月の診療報酬改定において新設されました連携充実加算の

取得に向けて準備を行って参りましたが、この度、体制が整い診療報酬の算定を開

始いたしました。 

この診療報酬では「当該保険医療機関において外来化学療法に関わる職員及び地

域の薬局に勤務する薬剤師等を対象とした研修会等を少なくとも年１回実施するこ

と」との施設基準が設定されており、この基準に対応するための研修会（別添案内

参照）を開催する運びといたしました。 

つきましては、当研修会を多数の皆様へご周知願いたく貴会会員の先生方へご案

内をお願いする次第です。 

何卒ご配慮賜りますようお願い申し上げます。 

                   

謹白 

 

 

＜担当者連絡先＞ 

〒104-0045 東京都中央区築地5-1-1 

国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院 

副薬剤部長 橋本 浩伸 

TEL：03-3542-2511 FAX：03-3248-0730 

e-mail：hhashimo@ncc.go.jp 

 



【お知らせ】
国立がん研究センター中央病院

薬薬連携を充実させるための研修会

記

【テーマ】

【日時】令和2年9月25日（金）19時から20時30分
【場 所】ご自宅、ご自身の職場からアクセスできます。(Zoomを使用します）

※お申し込み後に zoom の URL をお送りします。

【対 象】薬局薬剤師（エリアは制限しておりません）

※特に当院の処方箋を応需されている方に有益です。

【参加費】無料

【申込み】Google Form で行います。

（右側のQRコードからお入りください）

【締 切】令和2年9月18日（金）まで

※定員30名を超えた時点で締切る場合もございます。

【内 容】全て zoom を使用したオンライン環境で行います。

• 事前に頂いた質問に対して当院スタッフが代理で医師に質問します。

• 当院薬剤師からの解説で、実務に使える情報を提供します。

• 当院の説明資材、情報サイトをご紹介します。

【注意事項】

• オンライン環境はご自身でご用意下さい。また通信費などの費用は負担致しません。

• 端末は PC が好ましいですがタブレットやスマートホンでも参加可能です。

• 通信端末は1台でお1人とさせて頂きます（参加証の発行は１端末１枚です）。

拝啓
盛夏の候、厳しい暑さが続いております。
皆様におかれましては、日々、薬薬連携へ多大なるご尽力をいただいておりますこと、

心より感謝申し上げます。
さて、去る8月19日（水）に度国立がん研究センター中央病院におきまして、薬薬連携

をより充実させていくために、研修会を開催させて頂きましたが、予想以上に多くの方か
らお申込みがあり早期に応募を締め切らせて頂きました。今回同じ内容で研修会を企画致
しました。
今回も昨今話題になっているテレビ会議のツール (Zoom) を用いたオンライン開催の形

式を採らせていただきました。
今後の薬薬連携を強化し、さらに新しいコミュニケーションツールを使うきっかけとし

ても非常に有益な研修会となります。是非皆様のご参加をお待ちしております。
敬具

初歩から分かる薬薬連携
休薬が必要な経口抗がん薬の処方箋を受け取ったら何をする？


